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1. 2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 974,845 33.5 69,995 ― 59,833 ― 87,372 ―

2022年3月期第3四半期 729,990 12.0 △79,464 ― △82,631 ― △54,021 ―

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期　　92,404百万円 （―％） 2022年3月期第3四半期　　△54,350百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 358.50 ―

2022年3月期第3四半期 △255.63 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 3,713,919 1,140,845 27.8

2022年3月期 3,702,421 1,074,211 26.2

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 1,032,979百万円 2022年3月期 968,939百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 50.00 ― 50.00 100.00

2023年3月期 ― 50.00 ―

2023年3月期（予想） 50.00 100.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年3月期の連結業績予想（2022年4月1日～2023年3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 1,309,000 27.0 30,000 ― 13,500 ― 58,500 ― 239.88

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ4「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 244,001,600 株 2022年3月期 244,001,600 株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 315,906 株 2022年3月期 129,719 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 243,715,380 株 2022年3月期3Q 211,325,712 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると思われる一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料P3「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。

・決算短信補足資料は当社ホームページに掲載します。また、2023年1月31日にアナリスト向けの説明会を開催する予定です。この説明会の資料等について
は、開催後速やかに当社ホームページへの掲載を予定しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間においては、新型コロナウイルス感染症の影響の縮小に伴うお客様のご

利用や個人消費の回復等により、営業収益は前年同期比33.5％増の9,748億円、営業利益は699億円、経

常利益は598億円となり、加えて、４月に認定された事業適応計画に基づく税制特例により繰越欠損金

に係る繰延税金資産の未計上額435億円を計上したことに伴い、法人税等を控除した親会社株主に帰属

する四半期純利益は873億円となりました。 

新型コロナウイルス感染症の影響については、見通しが不透明な部分もありますが、今後も、お客

様に安全に、安心してご利用いただくための取り組みをグループ全体で推進するとともに、全国旅行支

援や水際対策緩和等の機会を捉え、観光需要の喚起、ご利用の促進を図っていきます。 

また、安全の確保を前提に、コスト節減等の構造改革と財務基盤の立て直しに引き続き取り組んで

いきます。 

 

（１） 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間の概況 

2022年度第３四半期連結累計期間の経営成績は、次のとおりです。 

 

 

 

 

 

これをセグメント別に示すと次のとおりとなります。 

 

① 運輸業 

当社グループは、2005年４月25日に福知山線列車事故を発生させたことを踏まえ、引き続き被害に 

遭われた方々への真摯な対応、安全性向上への弛まぬ努力を積み重ねるとともに、このような重大な

事故を二度と発生させないとの決意のもと、最終年度となる「JR 西日本グループ鉄道安全考動計画

2022」に基づき、ハード、ソフト両面から安全性向上の取り組みや安全マネジメントの仕組みづくり

を進めています。 

また、各エリアの状況に応じた需要回復策、行動様式やお客様の意識の変化を捉えた新たな施策の

展開に取り組んでいきます。 

運輸業セグメントでは、鉄道需要の回復によりご利用が増加したことから、営業収益は前年同期比

35.8％増の5,520億円、営業利益は310億円となりました。 

 

② 流通業 

流通業セグメントでは、コンビニエンスストアや百貨店等の売上が増加したこと、全国旅行支援に

よる旅行需要の押し上げ効果等により、流通業セグメントに区分される宿泊特化型ホテル「ヴィアイ

ン」や土産店において売上が増加したこと等により、営業収益は前年同期比33.9％増の1,240億円、

営業利益は34億円となりました。 

売 上 高 ９，７４８億円 

営 業 利 益 ６９９億円 

経 常 利 益 ５９８億円 

親会社株主に帰属する四半期純利益 ８７３億円 
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③ 不動産業

不動産業セグメントでは、ショッピングセンター運営業において、３月に開業した富山駅南西街区

の商業施設「MAROOT」等の売上が好調であったこと、不動産販売・賃貸業において、投資家向け販売

が増加したこと等により、営業収益は前年同期比11.9％増の1,116億円、営業利益は同14.5％増の275

億円となりました。

④ その他

その他セグメントでは、全国旅行支援による旅行需要の押し上げ効果等により、ホテル業におい

て売上が増加したこと、旅行業において、国内旅行収入やワクチン接種関連事業受託等の付帯事業

収入が増加したこと等により、営業収益は前年同期比42.8％増の1,870億円、営業利益は51億円と

なりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間末の総資産額は３兆 7,139億円となり、前連結会計年度末と比較し 114

億円増加しました。これは主に、棚卸資産の増加によるものです。 

負債総額は２兆 5,730 億円となり、前連結会計年度末と比較し 551 億円減少しました。これは主

に、借入金の減少によるものです。 

純資産総額は１兆 1,408 億円となり、前連結会計年度末と比較し 666 億円増加しました。これは

主に、利益剰余金の増加によるものです。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報

現時点における当社グループの当期連結業績は、概ね想定の範囲内で推移していることから、2023

年３月期の連結業績予想につきましては、2022年11月１日に開示した内容を変更しておりません。 

（注）上記の業績見通しは、現時点で合理的であると思われる一定の前提に基づいており、変動する可

能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１） 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用） 

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 31 号 2021 年６月

17 日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適

用し、時価算定会計基準適用指針第 27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。 

これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。 
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 319,843 294,678

受取手形及び売掛金 42,579 43,070

未収運賃 30,906 34,902

未収金 90,441 65,609

有価証券 79 34

棚卸資産 145,884 191,681

その他 88,902 74,621

貸倒引当金 △588 △540

流動資産合計 718,048 704,059

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,234,911 1,217,875

機械装置及び運搬具（純額） 385,046 388,087

土地 782,009 778,562

建設仮勘定 150,783 158,031

その他（純額） 57,029 49,869

有形固定資産合計 2,609,781 2,592,426

無形固定資産 31,268 35,760

投資その他の資産

投資有価証券 97,520 101,685

退職給付に係る資産 3,134 3,537

繰延税金資産 197,964 232,181

その他 48,499 49,179

貸倒引当金 △4,936 △5,697

投資その他の資産合計 342,181 380,886

固定資産合計 2,983,232 3,009,073

繰延資産

株式交付費 1,140 786

繰延資産合計 1,140 786

資産合計 3,702,421 3,713,919

３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 57,134 50,328

短期借入金 14,229 15,370

１年内償還予定の社債 25,000 100,000

１年内返済予定の長期借入金 71,572 56,572

鉄道施設購入未払金 1,167 1,205

未払金 105,944 75,444

未払消費税等 8,371 21,239

未払法人税等 9,535 6,303

前受運賃 30,404 35,089

前受金 62,336 99,426

賞与引当金 23,480 13,274

災害損失引当金 1,205 1,130

ポイント引当金 654 653

その他 164,860 161,193

流動負債合計 575,898 637,232

固定負債

社債 949,990 869,991

長期借入金 578,435 558,398

鉄道施設購入長期未払金 98,681 98,069

繰延税金負債 1,145 2,014

新幹線鉄道大規模改修引当金 25,000 28,125

環境安全対策引当金 5,880 3,875

線区整理損失引当金 16,627 16,023

退職給付に係る負債 238,077 221,263

その他 138,471 138,080

固定負債合計 2,052,311 1,935,842

負債合計 2,628,209 2,573,074

純資産の部

株主資本

資本金 226,136 226,136

資本剰余金 183,812 183,751

利益剰余金 561,874 624,953

自己株式 △482 △1,378

株主資本合計 971,341 1,033,463

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,270 734

繰延ヘッジ損益 － 5

退職給付に係る調整累計額 △1,131 △1,222

その他の包括利益累計額合計 △2,402 △483

非支配株主持分 105,272 107,865

純資産合計 1,074,211 1,140,845

負債純資産合計 3,702,421 3,713,919
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

営業収益 729,990 974,845

営業費

運輸業等営業費及び売上原価 690,618 776,700

販売費及び一般管理費 118,836 128,149

営業費合計 809,455 904,850

営業利益又は営業損失（△） △79,464 69,995

営業外収益

受取利息 14 28

受取配当金 2,217 981

受託工事事務費戻入 229 132

持分法による投資利益 997 1,150

雇用調整助成金 8,840 1,837

その他 3,767 3,129

営業外収益合計 16,066 7,260

営業外費用

支払利息 16,096 15,722

その他 3,135 1,700

営業外費用合計 19,232 17,422

経常利益又は経常損失（△） △82,631 59,833

特別利益

固定資産売却益 23,049 6,148

工事負担金等受入額 6,465 7,439

収用補償金 191 456

その他 3,279 757

特別利益合計 32,986 14,801

特別損失

工事負担金等圧縮額 5,945 6,899

収用等圧縮損 191 455

新型コロナ関連損失 1,804 －

その他 2,530 2,917

特別損失合計 10,471 10,272

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失（△）
△60,116 64,361

法人税、住民税及び事業税 5,377 8,142

法人税等調整額 △12,833 △34,196

法人税等合計 △7,456 △26,054

四半期純利益又は四半期純損失（△） △52,660 90,416

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,361 3,043

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
△54,021 87,372

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】
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（単位：百万円）

 前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △52,660 90,416

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,242 2,202

繰延ヘッジ損益 △0 6

退職給付に係る調整額 △353 △100

持分法適用会社に対する持分相当額 △93 △120

その他の包括利益合計 △1,690 1,987

四半期包括利益 △54,350 92,404

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △55,794 89,291

非支配株主に係る四半期包括利益 1,444 3,113

【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】
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（３）継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

（５）その他

（追加情報） 

新型コロナウイルス感染症の影響に関する会計上の見積り 

当四半期連結会計期間の繰延税金資産の回収可能性の判断等の会計上の見積りにおいては、

基幹事業である鉄道事業のご利用状況が 2022 年度内に漸次回復すると仮定しているほか、当

社グループ各社の業績も概ね同様に回復すると仮定しております。しかしながら、実際の消費

動向等については不確定要素が多く、当連結会計年度以降の業績に影響を及ぼす可能性があり

ます。 
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参考-1

１　決算概要
【損益計算書】

【貸借対照表】

2022年度 第３四半期決算について

2 0 2 3 年 １ 月 31 日
西日本旅客鉄道株式会社

2021 2022 2021 2022
年度 年度 増減 比率 年度 年度 増減 比率

実績 予想
A B B-A B/A C D D-C D/C

<1.69> <1.68> <1.79> <1.70>

7,299 9,748 2,448 133.5 10,311 13,090 2,778 127.0

△ 794 699 1,494 － △ 1,190 300 1,490 －

△ 826 598 1,424 － △ 1,210 135 1,345 －

<1.03> <1.22> <0.93> <1.22>

△ 540 873 1,413 － △ 1,131 585 1,716 －

4,307 5,814 1,507 135.0 5,776 7,690 1,913 133.1

運 輸 収 入 3,651 5,103 1,451 139.8 4,876 6,730 1,853 138.0

5,102 5,374 271 105.3 7,046 7,645 598 108.5

△ 795 440 1,235 － △ 1,270 45 1,315 －

△ 886 328 1,214 － △ 1,382 △ 100 1,282 －

△ 523 716 1,240 － △ 1,216 480 1,696 －

（注）< 　> は、連単倍率を示しております。

単
　
体

四半期（当期）純損益

第３四半期累計
対前年

営 業 収 益

営 業 費 用

営 業 損 益

営 業 収 益

経 常 損 益

経 常 損 益

営 業 損 益

四半期（当期）純損益

親会社株主に帰属する

連
　
結

対前年

（単位：億円、％）

通期業績予想

参 考

（単位：億円）
2021  年  度 2022  年  度
期　　  　末 第３四半期末

資 産 37,024 37,139 114 流動資産 △139、固定資産 258

負 債 26,282 25,730 △ 551
(長期債務残高) (17,248) (16,842) (△  406)

純　資　産 10,742 11,408 666 親会社株主に帰属する四半期純利益 873、配当 △246

資 産 31,905 32,056 151 流動資産 △308、固定資産 463

負 債 25,020 24,689 △ 331
(長期債務残高) (17,247) (16,841) (△  405)

純 資 産 6,884 7,367 483 四半期純利益 716、配当 △243

流動負債 852、固定負債 △1,183
単
 
体

連
　
結

流動負債 613、固定負債 △1,164

備　　考増　減

１ 構造改革の深度化とご利用回復により、連結・単体ともに３期ぶりの黒字。

・運輸収入は、期首からの回復傾向が継続。対コロナ前(2019年比較)では74.9%まで回復。非鉄道事業収入も、同様に

回復傾向。

・営業費用は、収入に連動した費用の増及び資源価格高騰の影響等により対前年増も、安全に関する施策を着実に

実施したうえで、構造改革の深度化と費用節減を継続し、対コロナ前で△800億円節減(うち構造改革△255億円)。

・営業損益は、2019年度以来３期ぶりの黒字。四半期単位(10～12月)でも黒字。

・四半期純損益には、４月に認定を受けた事業適応計画に基づく税制上の特例により、繰越欠損金に係る繰延税金

資産の未計上額を全額計上した効果(435億円)を含む。

２ 通期業績予想は、実績は堅調に推移しているものの、コロナ影響による収入動向等に依然不透明感があることから、

11月１日公表の予想を据え置く。

３ 長期安定的な株主還元を重視する方針を踏まえ、年間配当は１株あたり100円の予定を据え置く。
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２　輸送人キロ及び運輸収入（単体）（第３四半期累計）

（注１）荷物収入は含めておりません。

（注２）運輸収入対前年の（　）は、2019暦年（収益認識基準適用前）との比較を参考に記載しております。

 （単位：百万人㌔、億円、％）

定 期 623 658 34 105.6 80 84 4 105.2

定期外 6,657 11,185 4,528 168.0 1,500 2,478 977 165.2

合 計 7,280 11,843 4,563 162.7 1,581 2,563 982 162.1

定 期 14,669 15,194 524 103.6 905 938 33 103.7

定期外 6,323 8,598 2,275 136.0 1,165 1,601 436 137.5

合 計 20,993 23,792 2,799 113.3 2,070 2,540 469 122.7

定 期 11,983 12,461 478 104.0 742 772 29 104.0

定期外 4,675 6,207 1,531 132.8 838 1,133 295 135.2

合 計 16,658 18,669 2,010 112.1 1,580 1,905 324 120.6

定 期 2,686 2,732 45 101.7 163 166 3 102.1

定期外 1,647 2,391 743 145.1 326 467 141 143.3

合 計 4,334 5,123 789 118.2 489 634 144 129.6

定 期 15,292 15,852 559 103.7 985 1,023 37 103.8

定期外 12,980 19,784 6,803 152.4 2,665 4,080 1,414 153.1

合 計 28,273 35,636 7,363 126.0 3,651 5,103 1,451 139.8

全社計

増 減

在来線

近畿圏

その他

項　　　目 対  前  年

新幹線

対  前  年

比 率 比 率増 減

輸　　送　　人　　キ　　ロ

2022年度

運　　　輸　　　収　　　入

2021年度 2022年度2021年度

(△ 1) (98.1)

(△ 991) (71.4)

(△ 993) (72.1)

(△ 140) (87.0)

(△ 571) (73.7)

(△ 712) (78.1)

(△ 118) (86.7)

(△ 379) (74.9)

(△ 497) (79.3)

(△ 22) (88.1)

(△ 192) (70.8)

(△ 215) (74.7)

(△ 142) (87.8)

(△ 1,563) (72.3)

(△ 1,705) (74.9)
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３　損益計算書
（１）単体（第３四半期累計及び通期業績予想）

（注）通期業績予想は、2022年11月１日公表の予想を変更しておりません。

（単位：億円、％）

4,307 5,814 1,507 135.0  【２期連続の増収】 1,913

3,651 5,103 1,451 139.8  コロナ影響の縮小 6,730 1,853

97 108 10 111.3 144 12

197 202 5 102.8 270 7

361 400 38 110.7  発売手数料、会社間清算の増 等 546 41

5,102 5,374 271 105.3 598

1,348 1,383 34 102.6  賞与の増、人員差による減 等 1,775 △ 32

2,326 2,571 245 110.6 3,975 627

動 力 費 294 423 128 143.7  燃料単価の増 等 590 181

修 繕 費 895 886 △ 8 99.0 1,510 142

業 務 費 1,136 1,261 125 111.0  発売手数料、会社間清算の増 等 1,875 302

200 199 △ 0 99.7 270 2

285 302 17 106.0 370 18

943 917 △ 25 97.3 1,255 △ 17

△ 795 440 1,235 －  【２期連続の増益】 1,315

△ 91 △ 111 △ 20 － △ 145 △ 32

82 54 △ 27 －  雇用調整助成金の減 等 80 △ 53

173 166 △ 7 － 225 △ 21

△ 886 328 1,214 －  【２期連続の増益】 △ 100 1,282

218 72 △ 146 － 170 59

294 161 △ 133 －  固定資産売却益の減 等 185 △ 356

75 88 12 － 15 △ 416

△ 667 401 1,068 － 70 1,342

△ 144 △ 315 △ 171 －  事業適応計画認定に伴う税効果 △ 410 △ 353

△ 523 716 1,240 －  【２期連続の増益】 480 1,696

7,690

45

7,645

特 別 利 益

特 別 損 失

税 引 前 四 半 期
純 損 益

法 人 税 等

四 半 期 純 損 益

経 常 損 益

特 別 損 益

通期業績予想

営 業 費 用

人 件 費

物 件 費

科　　　目 2021年度 2022年度
対　前　年

備　　　　考

線 路 使 用 料 等

租 税 公 課

対前年
増 減増 減 比 率

今回
（１/31）

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

減 価 償 却 費

営 業 損 益

営 業 外 損 益

営 業 収 益

運 輸 収 入

運 輸 附 帯 収 入

関 連 事 業 収 入

そ の 他 収 入
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（２）連結（第３四半期累計及び通期業績予想）

（注１）営業収益は、外部顧客に対する売上高を示しております。

（注２）通期業績予想は、2022年11月１日公表の予想を変更しておりません。

（注３）連結子会社数　60社、持分法適用会社数　５社

（単位：億円、％）

比 率

2,448 133.5 【２期連続の増収】

1,455 135.8 運輸収入の増 1,948

314 133.9 物販飲食業の増 437

118 111.9 不動産販売の増、ＳＣ業の増 108

560 142.8 旅行業の増、ホテル業の増 284

953 111.8 1,288

△ 794 699 1,494 － 【２期連続の増益】

△ 937 310 1,247 － 運輸収入の増 △ 110 1,333

△ 65 34 100 － 物販飲食業の増 20 106

240 275 34 114.5 不動産販売の増、ＳＣ業の増 350 49

△ 55 51 107 － 旅行業の増、ホテル業の増 70 40

△ 31 △ 101 △ 69 － △ 165 △ 145

△ 826 598 1,424 － 【２期連続の増益】 135 1,345

225 45 △ 179 － 90 △ 64

△ 601 643 1,244 － 225 1,280

△ 74 △ 260 △ 185 － 事業適応計画認定に伴う税効果 △ 390 △ 441

△ 526 904 1,430 － 615 1,722

13 30 16 223.6 30 5

△ 540 873 1,413 － 【２期連続の増益】 585 1,716

科　　　目 2021年度 2022年度
対　前　年

増 減
備　　　考

運 輸 業 4,065 5,520

営 業 収 益 7,299 9,748

流 通 業 926 1,240

不 動 産 業 998 1,116 1,620

(セグメント別内訳)

そ の 他 1,310 1,870 2,400

営 業 費 用 8,094 9,048 12,790

そ の 他

(セグメント別内訳)

営 業 損 益 300

運 輸 業

流 通 業

不 動 産 業

営 業 外 損 益

経 常 損 益

特 別 損 益

税 引 前 四 半 期
純 損 益

法 人 税 等

四 半 期 純 損 益

親会社株主に帰属する

四半期純損益

四 半 期 純 損 益

非支配株主に帰属する

固定資産売却益の減 等

通期業績予想

1,490

今回
（１/31）

対前年
増減

13,090 2,778

7,390

1,680

雇用調整助成金の減 等
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４　設備投資（第３四半期累計）
（単位：億円、％）

増減 比率

1,199 1,194 △ 5 99.6 －

自　己　資　金 1,117 1,056 △ 61 94.5 2,450

負　　担　　金 81 137 55 168.6 －

871 902 30 103.5 －

自　己　資　金 790 765 △ 24 96.8 1,640

（再掲：安全関連投資） (435) (330) (△ 104) (76.0) (730)

負　　担　　金 81 137 55 168.6 －

2022年度
通期計画

2022年度2021年度

 設　備　投　資

対　前　年

単
 
体

連
 
結

 設　備　投　資

・主な設備投資件名（単体）

新製車両（W７系）、保安防災対策（地震対策、レール削正車） 等
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５　貸借対照表
（１）連結

（２）単体 （単位：億円）

4,838 4,530 △ 308 未収金減 等

27,055 27,518 463
19,128 18,988 △ 139 償却進捗 等
1,205 1,221 15
6,721 7,308 586 繰延税金資産増 等

11 7 △ 3
31,905 32,056 151

6,123 6,975 852
976 1,577 600

5,146 5,398 251

18,897 17,713 △ 1,183
16,270 15,264 △ 1,006
2,060 1,886 △ 174

566 562 △ 3

25,020 24,689 △ 331

6,908 7,372 464
2,261 2,261 －
1,811 1,811 0
2,836 3,309 472 四半期純利益 716、配当 △243 等

△      0 △      9 △ 8

△     24 △     5 19

6,884 7,367 483

31,905 32,056 151負 債 ・ 純 資 産 計

投 資 そ の 他 の 資 産

鉄道事業等固定資産

資 本 金
資 本 剰 余 金

純 資 産 計

評 価 ・ 換 算 差 額 等

利 益 剰 余 金
自 己 株 式

そ の 他 の 固 定 負 債

株 主 資 本

負 債 計

退 職 給 付 引 当 金

固 定 負 債

資 産 計

１年内返済予定長期借入金等

未 払 金 等

社債・長期借入金等

流 動 負 債

備      考科               目

建 設 仮 勘 定

増  減
2021 年 度

固 定 資 産

期 末

流 動 資 産

2022 年 度
第３四半期末

繰 延 資 産

（単位：億円）

7,180 7,040 △ 139 未収金減 等

29,832 30,090 258

24,902 24,701 △ 201 償却進捗 等

1,507 1,580 72

3,421 3,808 387 繰延税金資産増 等

11 7 △ 3

37,024 37,139 114

5,758 6,372 613

977 1,577 600

4,781 4,794 12

20,523 19,358 △ 1,164

16,271 15,264 △ 1,006

2,380 2,212 △ 168

1,871 1,881 9

26,282 25,730 △ 551

9,713 10,334 621

2,261 2,261 －

1,838 1,837 △ 0

5,618 6,249 630

△ 4 △ 13 △ 8

△ 24 △ 4 19

1,052 1,078 25

10,742 11,408 666

37,024 37,139 114

  親会社株主に帰属する
  四半期純利益 873
  配当 △243

負 債 ・ 純 資 産 計

利 益 剰 余 金

資 本 金

資 本 剰 余 金

純 資 産 計

非 支 配 株 主 持 分

その他の包括利益累計額

自 己 株 式

固 定 負 債

流 動 負 債

株 主 資 本

負 債 計

そ の 他 の 固 定 負 債

備      考科               目

建 設 仮 勘 定

増  減
2021 年 度

固 定 資 産

期 末

流 動 資 産

2022 年 度

第３四半期末

退職給付に係る負債

有 形 固 定 資 産 等

１年内返済予定長期借入金等

未 払 金 等

投 資 そ の 他 の 資 産

資 産 計

社債・長期借入金等

繰 延 資 産




